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原油価格1.5％高、数年ぶり高値　世界的な原油需要の回復で

［ベンガルール　１１日　ロイター］ - 米国時間の原油先物は数年ぶりの高値を付けた。中国な

ど主要国での電力・ガス不足を背景とする世界的な原油需要の回復を受けた。

清算値は、北海ブレント原油先物が１．２６ドル（１．５％）高の１バレル＝８３．６５ドル。

一時８４．６０ドルと２０１８年１０月以来の高値となった。

米ＷＴＩ原油先物は１．１７ドル（１．５％）高の８０．５２ドル。一時は２０１４年以来とな

る８２．１８ドルを付けた。

米ホワイトハウスは産油国に対する一段の対応要請を支持する立場を表明した。政府高官が１１

日述べた。
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原油先物は4日ぶり反落、エネルギー需給逼迫受けた上昇一服

［東京　１２日　ロイター］ - アジア時間の原油先物は４営業日ぶりに反落。アナリストは、世

界的な需要回復を受けたここ数週間の上昇が一服したと指摘した。

０２１１ＧＭＴ（日本時間午前１１時１１分）時点で、北海ブレント先物は０．２６ドル（０．

３％）安の１バレル＝８３．３９ドル。１１日には１．５％上昇し、一時３年ぶり高値を付けて

いた。

米原油先物は０．３３ドル（０．４％）安の８０．１９ドル。こちらも前日は１．５％高で、約

７年ぶりの高値を付ける場面もあった。

ＯＡＮＤＡのシニア市場アナリスト、クレイグ・アーラム氏は「原油高には依然として十分なモ

メンタムがあり、ファンダメンタルズ（基礎的条件）は引き続き極めて良好だ」と指摘。年内に

原油価格が再び３桁に上昇しても、おそらく意外ではないとの見方を示した。

アジアや欧米のエネルギー供給不足により、ここ数週間に電力価格が記録的水準に上昇。天然ガ

スの高騰を受け、発電燃料を石油に切り替える動きも出ている。

アナリストは、発電燃料の切り替えによって原油需要が日量２５万─７５万バレル押し上げられ

る可能性があると試算している。

世界最大の液化天然ガス（ＬＮＧ）生産国であるカタールは１１日、ＬＮＧ供給に関し「われわ

れは限界に達している」とし、エネルギー価格の高騰を沈静化するのになすすべがないと述べ

た。また、全ての消費国にＬＮＧを適切に供給しているとした。
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米油、12月分から30円以上値上げ ボーソー油脂

ボーソー油脂は12月納品分から家庭用や加工用の米油価格を1キロ当たり30円以上引き上げると発表し

た。値上げは今年3回目。原料調達コストの上昇分を転嫁する。米白絞め油の国内価格は現在、年初比2割

高の1キロ289.5円前後と最高値圏にある。値上がりが続けば、菓子メーカーや消費者などの負担感は一段

と増す。

米油は玄米を精米した際に出る米ぬかの油分を抽出した食用油。原料は国内で集めた米ぬかのほか、輸入

した精製前の米油がある。

国内ではコメ消費量の落ち込みで米ぬかの発生量も減り、集荷コストが上昇している。輸入する原料油

も、主力のブラジル産が海上コンテナの不足で品薄気味だ。世界的な食用油の需要拡大もあり、調達価格

が上昇しているという。

米油を巡っては、築野食品工業（和歌山県かつらぎ町）も、12月納入分から1キロ30円以上の値上げを表

明している。
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橋梁メーカー各社
鋼材価格高騰で対応に奔走／設計変更を要請、生産効率向上も


